
本書は，「経営の意思決定・
実行のための真の応用力を身
につける」ことを目指し，「数
字の読み方より大事な現場力
を磨く」ことを重視して著述
されたものである。著者は周
知のごとく，「現実主義者（リ
アリスト）」であることを身上
とし，現実性，現場性を経理・
財務の視点から会計に関する
数多くの出版物を公表されて
いて著名である。
本書は，既出版の『入門
強い会社の「経理・財務」』
を発展させて出版されたもの
であり，『ビジネス・ゼミナール 会社「経
理・財務」＜入門＞』の上級版として位置づ
けられる。章建ては以下のごとくであり，３１８
頁からなる。
第１章 企業運営の一翼を担う経理・財務
第２章 緊急経営に強い経理・財務である

べし
第３章 「経理・財務」の仕訳の前に経営

あり
第４章 国際的Ｍ＆Ａへの参画
第５章 収益（売上）・原価計算を経営現

場に活かす
第６章 売上・直接原価計算が会社を強く

する
第７章 無借金経営がよいとはかぎらない
第８章 意思決定・実行は，事業部別・製

品別損益でするべし
第９章 真の企業力評価を知ってから経営

実行する
第１０章 正しい公平な業績評価が会社を強

くする
第１１章 国際連結経営へ参画する
終 章 日本企業の「経理・財務」を世界

標準にして日本の「ＦＡＳＳ」検定
を世界中に広めたい

（英訳，上記「終章」については英訳を添
付している。さらに「あとがき」を補足し
ている）
第１章の冒頭に，「企業運営の一翼を担う経
理・財務」について，全般的見取り図・鳥瞰
図を掲記している。横軸に「経理・財務の仕
事」をとり，縦軸に「経営の意思決定・実行
のレベル」をとり，それぞれの業務内容が示
されている。このような枠取りは，企業経営
の実務や現場で異なり得るかもしれないが，
著者が長年の経営実務経験者としての叡知を
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凝縮されたものであって極めて示唆に富む。
これを一覧して，本書の進行・展開を読者に
知らしめており，親切な配慮ということがで
きる。
本書の最大の特徴は，現場に即応し，使い
こなせる経理・財務のあり方を丹念かつ周到
に追究していることにある。長年の豊富な実
務経験と経理知識，筆力に裏打ちされている
ことを感知できる。とくに，「月次決算」，さ
らには「日次決算」のあり方，活用法を考え

経営行動にいかに結びつけるかを最初に丁寧
に掘り下げているのは流石といえる。「売上・
直接原価計算」を重視し，損益分岐点の思考
を経営人が具備して行動すべきことを強調し
ているのは感心させられる。
次いで，グローバル視点で連結経営・会計
やＭ＆Ａの問題を追究しているのは他書にな
い特徴といえるし，実務担当者に示唆に富む
ものとなっている。多くの読者を惹きつけら
れることを期待したい。

219ZEIKEITSUSHIN ’08.9

Ｔｈａｔｉｓａｇｏｏｄｂｏｏｋｗｈｉｃｈｉｓｏｐｅｎｅｄｗｉｔｈｅｘｐｅｃｔａｔｉｏｎａｎｄｃｌｏｓｅｄｗｉｔｈｐｒｏｆｉｔ．




